






















































〔駒沢女子大学 研究紀要 第13号 ｐ.119～128 2006〕
HDV規格を活用した統合視聴覚システムの開発と運用
小 林 憲 夫

























































































































































































































































































































































メディア種類 バリエーション 記録モード コピープロテクト
DVD-R  DVD-R  Video，VR CPRM，CSS
 
DVD-RW  Video，VR CPRM，CSS
 
DVD-RDL  Video，VR CPRM，CSS
 
DVD＋R  DVD＋R  Video，VR CSS
 
DVD＋RW  Video，VR CSS
 
DVD＋RDL  Video，VR CSS
 
DVD-ROM  Video  CSS，ARccOS，CGMS，その他
























































































































る CGM（Customer Generated Media）のひと
つと定義される。ウェブ2.0の基本的スタイルに
は二種類ある。すなわち、ビデオとパワーポイ
ントを軸としたトラディショナルなスタイルと、
本学独自の「自前教科書」をベースとしたビデ
オとテキストを組み合わせ、パワーポイントや
画像など別コンテンツも組み合わせた拡張スタ
イルである。今後はHPを担当する広報部門と
連携して、ウェブ配信による e-Learningも検
討していかなくてはならない。
注１：フルHDは1920×1080ドットの解像
度であり、現時点で教育分野のパソコンがサポ
ートしている SXGA解像度（1240×1024ドッ
ト）と比べて高すぎる。またHD-SDIと呼ばれ
る非圧縮転送のデータ量は約1.5Gbpsであり、
これも通常の LAN回線速度（100Mbps）ではサ
ポートできない。
注２：SDでは640×480ドットであるが、テ
レビ信号（RF）では水平解像度350本程度にな
る。DVDの規格では最高解像度はMP＠MLレ
ベルで640×480ドット、最高解像度400本以上、
DVビデオでは720×480ドット、最高解像度500
本程度である。同じデジタル記録の DVDが
DVより解像度が少ないのは、圧縮方式が異な
るためである。ただし、色情報は DVDの方が多
いので、実際には大きな差異は見つけることが
できない。
注３：HD規格における1080/30Pが持つ、フ
ィルムとの互換性およびパソコンとの親和性の
良さは、すでに拙論で論じているのでそれを参
考にしていただきたい。（「映画技術の側面から
見た1080/24Pの必然性と将来性」駒沢女子大学
紀要、2002年9号、PP55-78）
注４：授業録画システムは当初は e-Learn-
ingのコンテンツ制作におけるソリューション
のひとつとして考案し、大学において実際に行
われている授業復習用ビデオ録画と統合したも
のである。しかし解像度面での課題が大きく、
現時点では自前教科書とリンクした授業復習シ
ステムとしか利用されていない。システムの詳
細については、以下の拙論を参照されたい。（「視
聴覚メディア統合化へのアプローチ-Uラーニ
ングコンテンツへの応用を目指して-」駒沢女子
大学紀要、2005年12号、PP63-72）
注５：過度の著作権保護潮流が健全な文化の
発展を阻害する可能性があることは、すでに多
くの論文や著作でも明らかである。特にデジタ
ル映像分野では一般的に著作権保護の制限事項
となっている個人利用における複製すらも、
CPRM の「コピーワンス」機能によって不可能
となっている事実は大きな議論を呼んでいる。
著作権保護の問題点については「日本文化の模
倣と創造－オリジナリティとは何か」（山田奨治
著、角川選書、2002年）に詳しいが、以下の拙
論も参照されたい。（「著作権保護と文化の発展
は両立するか」、駒沢女子大学紀要、2003年10
号、PP77-86）
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